多田国際社会保険労務士事務所（2018）

時間単位年休に関する協定書
　株式会社○○○○（以下、会社という）と従業員代表●●●●●は、年次有給休暇の時間単位による取得（以下「時間単位年休」という）に関し、以下のとおり協定する。
（時間単位年休の付与）
第１条　会社は、第２条に定める従業員に対し、本協定の定めるところにより、時間単位年休を付与するものとする。
（対象従業員）
第２条　時間単位による年次有給休暇の対象となる従業員の範囲は，以下の各号の者以外の社員とする。なお、社員以外のパートタイマー等には適用しない。
（１）　製造ラインの業務に従事する者
（２）　裁量労働に従事する者

（３）　フレックスタイム制による勤務が適用される者

（時間単位年休の日数）
第３条　時間単位によって取得する年次有給休暇の日数は，当該労働者が請求しうる年次有給休暇日数の範囲内（前年度未消化の年次有給休暇を含む）で，５日以内とする。
　２　時間単位年休は，次年度に繰り越された場合においても，前年度からの繰越分も含めて，５日以内とする。繰越時における端数時間は、1日に切り上げし有給日数に加算する。
　３　ただし、付与されている年次有給休暇の日数が5日未満の場合は、その日数とする。
（時間単位年休の請求手続）
第４条　時間単位年休を取得しようとするときは、所定の様式により、原則として1週間前までに、少なくとも前々日までに、会社に届け出なければならない。
　２　社員が指定した時季に年次有給休暇を与えると事業の正常な運営に著しく支障があると認められるときは、他の日に変更することがある。

　３　代替休暇の取得申請と合わせて申請された場合の時季変更権は、かかる単位の休暇に対して行使するものとする。
（時間単位年休１日の時間数）
第５条　時間単位年休１日の時間数は８時間とし，時間単位年休８時間の取得をもって年次有給休暇１日を取得したものとする。ただし、所定労働時間が7時間を超え8時間以下の社員については、8時間とする。
（時間単位年休付与の単位となる時間数）
第６条　時間単位年休は、2時間または3時間を単位として付与するものとする。
（時間単位年休に対する賃金の支払）
第７条　時間単位年休に対しては，所定労働時間労働した場合に支払われる通常の賃金の額をその日の所定労働時間で除して得た額の賃金を支払う。
（有効期間）
第８条　本協定の有効期間は平成　年　月　日から1年間とする。ただし、有効期間満了日の1箇月前までに、本協定当事者のいずれからも文書をもって終了する旨の申し入れがないときは、有効期間を1年間延長するものとし、以降も同様とする。
平成　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社○○○○
代表取締役　　　　　　　　　印
株式会社○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　従業員代表　　　　　　　　印
